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(2)刈 出 方法(T)

Ti:保 育 筋は ミズナ ラ以外の植生 が あつて$そ のままと し、保育筋 と保育筋 の間 を、 ミズナ

ラを含 めて、刈払機 に よ117'一一律 に筋 刈するo

T2:従 来 の針葉樹は人工造林地 と同楓 保育筋 の ミズ ナ ラのみを保残 し、他 の植生 をカマで

刈払い、保育筋 と保 育筋 の間 はその ままとす るo

(3)調 査 方法

調査 は、稚樹 の本数消長 と樹高生長量 を対象 と し、45年8月 中に実施す る予定 で あるo

昭 和44年 度 の研究報告

1)今 田盛生:ミ ズナ ラ用材林作業法 に関す る研究(n)

一 ミズナラ林間伐 の収穫 的実験 一

九大演集25号1969.9

2)今 田 盛生9ミ ズナ ラの更新伐試験

80回 日林講1969.11

5)今 田 盛生:小 型耕 うん機の下種地持作業への適用性

18回 日林北支講1970.2

4)今 田 盛生:ミ ズナ ラ用材林作業法 に関す る研究(N)

一 稚幼期 の生長eCSs.よ ぼ す側圧効果(試 験開始後4年 目の結果)一

九大演集24号197〔}.5

Bカ ラマ ツ林施業に関する基礎研究

柿 原 道 喜 。 今 田 盛 生

人工林造成 の主要施業技術 である間伐、枝打 をと りあげ 、 カラマツ林施業 の基礎 資料 を得 るこ

とを目的 として次 の事項 を実 施 した0

1.林 分 モデルを用 いたシ ミユ レー ションに ょる収穫 予測の基 礎にす るた め、単木の周囲密度

と生長、形 態の関係 を明 らかにす るに必 要 な資料 の収集 を行 なつたo周 囲密度の尺度 と しては、

ha当b本 数、ha当b断 面積 、算定方法 と しては、 円型 プ ロッ ト法、角度通算法、角度加算法 左ど

ど した。 また、密度 との相関関係 を求 める要素 と しては、胸高直径、樹冠直径 、枝 の枯上 り高、

樹冠長率、直径生長量、断面積生長量 と したo資 料 の大半 は、2に 示す試験林 の標本 木 よb求 め、

一部 は造林地(14年 生 林分ゑ よび11年 生林分)の 中 よb選 ん だ。 目下、 と りまとめ中であるo



2あ る想定 された施業法の行 なわれた林分 の、林分構成 の推移、生 長経過、・収穫量 な どの把

握 を行 な うとともに、 斜《必要 な資料 の収 集、得 られ た結果の検 証に 亀活用す る允 め、次の試験

林 を設定 しだ。

a収 量比数 にもとつ く収穫試験

46年 生林分で収量比数O.60、O.65、O.70を 維 持す る ように間伐 を行 な うもの を低 密

度施業林分(形 質生長の増大 をはか るもの)、18年 生 林分 で収量比数8.70、9.75s3.8o

を維 持す る ように間伐 が行 なわれ る林分 を高密度施業林分(実 質量 の増大 をはかる もの)と 想

定 し、そ れぞれ1プ ロツ ト(e.1ha)設 け たo施 業仕組 は 伐期令4fi年 、 間伐回数5回 と し、

第1回 目の間伐が終つた状態 か らは じめることと した○間伐年 は、25年 、51年 と し、間伐

率は.カ ラマツー一般密度管理図 を用い て嚢めたo

表 一 壌間伐 設 計

(1)高 密 度施業林分

注 樹高は、北海道地方カラマツ林収穫表地位Hを 適用



② 低密度施業林分

b構 造 材生産 を目的 と した施業試験

枝打 の有無、間伐 の度合いの違い に よ9、 枝打5回間伐5瞳 、枝打4回 濁伐4回 、枝打 な し

間伐3回 の5方 式 を想定 、伐期令40年 、その ときの成立期待本数 徐約600本4aと して、 カ

ラマツー一般 密度管理 図 を用いて試験設計 をだてた(本 設計 は、一部 検 討 を要する点が あるので

表 は略す)o枝 打は主伐候 捕木(約700本/ha)の み とし、枝打高 は2mの 整数倍 としたo

なお 、林分の健全化 をはかるだぬ、地上 か ら手の届 く範囲の枝打 は全 林木について行 なつ てい

るので、 ここでい う枝打 とは、それ以 上の高さについて行 な うことを意味 している。 また、比

較 のために、高密 度(収 量比数C.85)を 維持 する よう間伐のみ5回 行 なわれる試験区 電設け

πoプraッ ト面積 はa05ha(20m×25m)で 、各処理 いずれ も1プ ロッ ト設け たo

上 記の試験設計 は、 いずれ もカラマ ツー般 密度管理図 を用 いて計画 してあるので、本試験は、

同図 の北海道東部 地方の カラマツ林 に対す る適否 についての検 討資料 にもす る予定で あるoな 鉛、

本試験 は現時点 で想定 して設計 され てあるので.将 来、変更 してもよいとい う考えかた にたつ て

いるo
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